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                                 主幹教諭  室  稔 

日暮れも早くなり、少しずつ秋らしく過ごしやすい季節となりました。スポーツの秋、

芸術の秋の到来です。 

生徒は 10 月 27 日（水）に予定されている音楽祭に向け、感染症対策を講じながら、学

級練習に励んでいます。制限がある中ですが、放課後の校舎には美しい歌声が響き渡って

います。「学級のために…」、「仲間のおかげで…」という、人との関わり合いを通して成長

する、学校ならではの学びのよさについて、学級、全校で改めて確認できる機会にしてい

きたいと考えています。 

『ともに学び合い、高め合おう』がテーマである第３教育期。「私は誰かとつながって生

きている。」「私は他者のためになれている。」「私には居場所がある。」「誰かのためになれ

ている私を誇れる。」そうした思いを生徒一人一人がもてるように、学級経営、日々の授業

や体育祭・音楽祭等の学校行事に力を入れて取り組んでいるところです。 

今年度の音楽祭は城西中学校の体育館を会場にして行います。本日配付の文書「音楽祭

の開催について」にある通り、コロナ禍にあるため、保護者の皆様方から会場にお越しい

ただき、生の歌声を聴いていただくことができません。只今、保護者の皆様には、動画を

限定配信することで、ご家庭やお持ちの端末からでもご覧いただけるように準備を進めて

おりますので、ご承知おきください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校だより  第６号 啐（そつ）とは，鳥が卵からかえるとき，殻の中で雛

が鳴くこと。啄（たく）とは，親鳥が外から殻をつつく

こと。両者相呼応した，逃すべからざる好機をいう。当

校では，啐啄の精神から大きな成果が生まれると考え，

職員玄関に掲額している。 

令 和 ３ 年 1 0 月 

上越市立城西中学校 

ともに学び合い、高め合おう 
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◆柔道◆ 
〈 男子団体戦 〉Ａチーム    ２位 
         Ｂチーム    ３位 
 
〈 女子団体戦 〉       １位 
 
〈 男子個人戦 〉 
         山岸 重誠  ３位  
個人 66kg 級    中島 翔   １位 
個人 66kg 級   塚田 大翔  ２位 
個人 55kg 級   早川 幸作  ２位 
個人 55kg 級   元波 蓮   ３位 
個人 55kg 級   小山 諒也  ４位 
個人 50kg 級   小坂 優仁  １位 
個人 50kg 級   田村 周介  ３位 
個人 50kg 級   吹山周太郎  ４位 
１年生の部   齋藤 誠也  ２位 

 
〈 女子個人戦 〉 
個人 48kg 級   横田 葵   １位 

（優秀選手賞） 
個人 48kg 級   白川真利奈  ２位 
１年生の部   池田 優美  １位 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
◆卓球男子◆   
〈 団体戦 〉 ２位 
予選 〇城西 ３対１ 中郷● 

〇城西 ３対０ 直江津● 
○城西 ３対１ 板倉● 

決勝 〇城西 ３対０ 八千浦● 
    〇城西 ３対０ 柿崎● 
    ●城西 ２対３ 直江津東〇 
 
〈 シングルス 〉  
 吉田  蓮 優勝 
 窪田 智人 ベスト８ 
 矢沢飛毘輝 ベスト 16 
 
◆卓球女子◆ 
〈 団体戦 〉 
予選 〇城西 ３対０ 城北● 

  ●城西 ０対３ 直江津東○ 
決勝 ●城西 ０対３ 大潟町○ 

 
〈 シングルス 〉 
２年生の部  近藤 愛咲 ベスト 16 
１年生の部  横田  望 ３位 
１年生の部  瀧澤 日菜 ベスト８ 

 

◆軟式野球◆  ブロック優勝 
〈 ブロック別トーナメント 〉 
１回戦 ○城西・直江津・中郷 10 対７ 清里・板倉● 
決勝 ○城西・直江津・中郷 ７対１ 城北● 

 
◆ソフトボール◆  ２位 
〈 リーグ 〉 
１回戦 ○城西 22 対 19 直江津東● 
決勝 ●城西 ３対 10 春日○ 

 
◆サッカー◆  優勝 
〈 ブロック別リーグ 〉 
○城西  ４対２ 直江津● 
○城西  ４対３ 新井● 

 
◆バレーボール◆  ２位 
〈 ブロック別リーグ 〉 
 ○城西 25 対 16 大潟町● 
 ○城西  25 対９ 名立● 
 ○城西 25 対 11 城東● 
 ●城西  15 対 25 新井○ 
 
◆剣道◆ 
〈 女子団体戦 〉 
予選リーグ   ４位 
〈 女子個人戦 〉 
丸山 結愛  ２位  山田 わかば ３位 

 
◆ソフトテニス男子◆ 
〈 団体戦 〉 
予選  ●城西 ０対３ 附属○ 
リーグ ●城西 １対２ 城東○ 

●城西 ０対３ 糸魚川○ 
◆ソフトテニス女子◆  ベスト８ 
〈 団体戦 〉 
予選  ◯城西 ２対１ 新井● 
リーグ ●城西 １対２ 城北○ 
決勝Ｔ ○城西 ２対１ 直江津● 
    ●城西 ０対２ 春日○ 
 
 
◆バスケットボール男子◆ ブロック優勝 
〈 ブロック別トーナメント 〉 
準決  〇城西 63 対 17 附属● 
決勝  〇城西 63 対 30 直江津中等● 
 
◆バスケットボール女子◆  優勝 
〈 トーナメント 〉 
１回戦 ○城西 116 対 12 浦川原● 
準決  ○城西 78 対 46 直江津東● 
決勝  ○城西 54 対 31 城北● 
大野 真優（優秀選手賞） 
 
◆新体操◆ 
草間 千咲子      
クラブ２位 リボン６位 総合２位  
小松 唯乃葉      
クラブ６位 リボン３位 総合６位  
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ユートピアくびき希望館で、上越市教育委員会主催による科学研究発表会が行われました。城西
中学校からは科学部員が３つのグループに分かれ、それぞれ研究したものを発表しました。 

その中で、「植物を根から染色するには」「卵パックの強化」が、新潟日報社主催の県大会「いき
いきわくわく科学賞 2021」に推薦されました。城西中から出場したグループと研究テーマは以下の
とおりです。 

テーマ 出 場 者 

植物を根から染色するには 市村 環   植木 悠哉  丸山 陽亮   山田 めばえ 

大島 陽   山野 幸貴  川住 崇城 

卵パックの強化 折戸 叶生  永吉 晟人  佐野 文紀   西澤 柑太  

田地野 大芽 植木 駿輔  近藤 優亘 

過冷却の研究 安藤 碧依  浅野 蓮   和久井 時遥  渡辺 悠生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男子：11 位 
     ３区 区間３位 岡庭 和輝 
 
 
女子Ａ：２位 （県大会出場）   女子Ｂ：19位 
  １区 区間２位 藤田 里彩 
  ３区 区間３位 岸田 悠花 
  ４区 区間２位 栃澤 優里 
  ５区 区間３位 大野 真優 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１日（月）第４教育期開始 

４日（木）第３回上進連テスト 

５日（金）県駅伝大会 

６日より部活停止（～11日） 

11 日（木）第３回定期テスト（～12日） 

18 日（木）専門委員会 

 

19 日（金）スクールカウンセラー訪問日 

22 日（月）生徒朝会 ５限なし 

22 日～人権強調旬間 

24 日（水）小６児童向け学校説明会 

（６限まで） 

25 日（木）短縮（部活なし） 

29 日（月）５限なし 
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＜城西中学校の業務改善について（お願い）＞ 
  

教員の多忙化、それに伴う心身の不調による休職等の増加について、報道等で見聞きされ

ている方もおられると思います。残念ながら当校も例外ではありません。教員としての多岐

にわたる業務に取り組む中、過労死ラインとされる「月 80 時間以上」の時間外勤務が常態

化している職員も多く、中には月 100 時間を超えてしまうケースもあるのが実状です。 

 心身の疲弊は、時に私たちから「寛容さ」「冷静さ」を奪います。教員が、心身のゆとりを

保つことが、生徒への適切な指導にもつながると考え、当校でも以下のような取組を行って

まいります。 

1 電話対応時間帯の設定 

週休日、祝日、及び平日の 18:15（完全下校時刻の 45分後）～翌朝 7:30（生徒登校時

刻の 45分前）の間は、事故や災害等緊急対応の場合を除いて、学校の電話対応をいたし

ません。事故や災害等緊急対応時のために保護者の皆様には，教頭と校長の携帯電話番

号をお知らせしてあります。 

ただし、学校職員から、欠席生徒への連絡や、緊急の連絡を生徒や保護者に行わなけれ

ばならない場合は、対応時間帯以外でもご連絡させていただくことがあります。また、週

休日等の部活動顧問との連絡は、今までどおり行ってください。 

＊この対応は、10月 22 日(金)から実施させていただきます。 

2 スクール・サポート・ボランティアの募集 

保護者や地域の皆様で、以下のようなボランティアを行っていただく方を募集します。 

(1) 印刷、集計等の事務的業務を手伝ってくださる方 

(2) 昼休みや放課後に、生徒の活動を見守ってくださる方 

    いずれも、ご都合のつく曜日や時間帯で構いません。少しでもお手伝いしていただ

ける方、詳しく内容を聞いてみたい方がおられましたら、濁川教頭（学校 025-523-7222）

までご連絡、ご相談ください。 

3 部活動オフ期間の設定 

 ９月に、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、全ての部活動が停止される期

間がありました。しかし、多くの部がこの期間を「『みんなで練習できない』というピン

チではあるが『一人一人が自主的に取り組む姿勢を身に付けるチャンス』でもある」とと

らえ、iPad もフル活用して自主的に練習や研究に取り組むなど、充実した過ごし方をし

てくれました。むしろ「自ら取り組む力や姿勢」をこの期間に高めてくれた生徒がたくさ

んいたことは、素晴らしかったと思います。 

 そこで、各部でこれから、部員と顧問とで相談し、年度末までに「部活動オフ期間」を

設定していきたいと考えています。「自主的に練習・鍛錬や制作等に取り組む力を身に付

ける期間」「学習に集中的に取り組む期間」「心身をリフレッシュさせる期間」等、各部で

ねらいを明確にしながら、時期や日数を決めていってもらいたいと思います。 

 

 以上につきまして、ご理解ご協力をお願いいたします。 

                             （文責：校長 五十嵐守男） 


